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Ⅰ．  基本方針                                                  

 

令和８年度の予算編成にあたっては、市民の皆様に「いつまでも住み続けたい」と思っていただけるま

ちづくりを進めるため、滝川市総合計画に位置づけた各施策を着実に実施しつつ、子育て応援施策に

重点を置いた予算案としたところです。 

物価高騰や人口減少など、本市を取り巻く情勢は一層厳しくなっているところではありますが、令和８

年度予算では、子育て支援と市民の健康づくりの拠点となる「（仮称）子育てと健康の拠点複合施設」の

整備をはじめ、全国で初となる科学館機能「キッズラボ」を備えた新 B＆G 海洋センター（愛称：B＆G

あそリバ）のオープン、子育て世帯に対する住宅取得支援の新設・拡充、国の政策と連動した小学校給

食費の公費負担や「こども誰でも通園制度」の通年化などを盛り込み、安心して子育てができるまちづく

りを目指した予算編成としました。 

また、駅周辺整備事業については、旧スマイルビルの解体に向けて実施設計費等を計上したほか、

病院事業会計の収支改善については、令和８年度も財政運営の最重要事項と位置付け、 “市が一丸と

なって最大限対応する”とした令和７年度の対応方針を継続し、国の繰出基準に基づく繰出金の継続に

加え、滝川市立病院経営強化プランに基づく病床数の適正化などの取組を着実に進めます。 

これらの取組を通じて、市民の皆様が安心して住み続けられる持続可能な財政運営の確立に向けて

取り組んでまいります。 

 

Ⅱ．  予算総額                                                      

 

 令和８年度当初予算 令和７年度当初予算 増  減（％） 

一般会計 ２４，８２８，０００千円 ２４，５４３，０００千円 ＋２８５，０００千円（＋１.２％） 

全 会 計 ４５，４５９，９６０千円 ４５，０５２，３６１千円 ＋４０７，５９９千円（＋０.９％） 

 

一般会計 

令和８年度の予算総額は、前年度に対して、２億８，５００万円増（１．２％増）となる２４８億２，８００万円と

なりました。人件費の増加のほか、ふるさと納税関連経費の増加が主な要因です。 
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特別会計 

 令和８年度当初予算  令和７年度当初予算 増  減（％） 

国民健康保険       ４，０６６，２１０千円 

特別会計 

 ４，２７５，０３７千円  

 

△２０８，８２７千円（△4.9％） 

 保険給付費などの減によるものです。 

公営住宅事業         ５９０，０１９千円 

特別会計 

７３９，１７２千円  

 

△１４９，１５３千円（△２０.２％） 

 工事費の減によるものです。 

 

介護保険特別会計    ３，６２１，１３２千円 

（保険事業勘定） 

３，６０２，３６３千円  

 

＋１８，７６９千円（＋０.５％） 

 基金積立金などの増によるものです。 

 

介護保険特別会計       １８，９０５千円 

（介護ｻｰﾋﾞｽ事業勘定） 

  １８，２８６千円  

 

＋６１９千円（＋３.４％） 

 人件費などの増によるものです。 

 

後期高齢者医療         ９０８，０７９千円 

特別会計  

７８８，３６８千円  

 

＋１１９，７１１千円（＋15.2％） 

 後期高齢者医療広域連合納付金の増によるものです。 

 

 

特別会計 

  

  

作業中 

9,626 9,623 
9,765 

9,423 
9,204 

7,000

8,000

9,000

10,000

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ８年度

特別会計 予算総額 
単位：百万円 



- 3 - 

企業会計 

 令和８年度当初予算 令和７年度当初予算 増  減（％） 

下水道事業会計    

収益的収入 

 

１，３８４，５１９千円 １，３７１，４００千円 ＋１３，１１９千円（＋１．０％） 

収益的支出 

 

１，４６６，５５０千円 １，３６０，７７５千円 ＋１０５，７７５千円（＋７．８％） 

 

資本的収入 

 

４７１，４３０千円 ３９３，６６４千円 ＋７７，７６６千円（＋１９．８％） 

 

資本的支出 

 

１,０４８，０９９千円 ９３５，２２３千円 ＋１１２，８７６千円（＋１２．１％） 

 

支出合計 ２，５１４，６４９千円 ２，２９５，９９８千円 ＋２１８，６５１千円（＋９．５％） 

 

○収益的収入の増については、他会計補助金の増によるものです。 

○収益的支出の増については、特別損失の増によるものです。 

○資本的収入の増については、企業債及び交付金の増によるものです。 

○資本的支出の増については、工事請負費及び流域下水道費の増によるものです。収支不足額に

ついては、当年度分消費税および地方消費税資本的収支調整額等で対応します。 

 

 

 

 令和８年度当初予算 令和７年度当初予算 増  減（％） 

病院事業会計    

収益的収入 

 

７，１０１，９０６千円 ７，４４１，４０２千円 △３３９，４９６千円（△４.６％） 

 

収益的支出 

 

８，０２８，１２４千円 ７，９７７，０６７千円 ＋５１，０５７千円（＋０.６％） 

 

資本的収入 

 

２６０，４２０千円 ２１３，６６０千円 ＋４６，７６０千円（＋２１.９％） 

資本的支出 

 

８８４，８４２千円 ８１３，０７０千円 ＋７１，７７２千円（＋８.８％） 

 

支出合計 ８，９１２，９６６千円 

 

８，７９０，１３７千円 

 

＋１２２，８２９千円（＋１.４％） 

 

○収益的収入の減については、入院・外来収益の減によるものです。 

○収益的支出の増については、給与費及び減価償却費の増によるものです。 

○資本的収入の増については、企業債の増によるものです。 

○資本的支出の増については、企業債償還金の増によるものです。収支不足額については、当年度

分消費税および地方消費税資本的収支調整額等で対応します。 
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Ⅲ．  歳入                                                        

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

（１） 市税 

 

令和７年度の実績見込み及び令和８年度の地方財政計画を勘案し、個人市民税、法人市民税、

固定資産税及び都市計画税については対前年度当初予算比増額を、市たばこ税については減額

を見込みました。また、環境性能割の廃止に伴い、軽自動車税についても減額を見込みました。 

この結果、現年度分４５億２１９万円（対前年度当初予算比１億２，９７６万円の増）、滞納繰越分

１，７２５万円（対前年度当初予算比１，３００万円の減）、合わせて４５億１，９４４万円、対前年度当初

予算比１億１，６７６万円の増となりました。収納率については、現年度分収納率９９．１％、滞納繰越

分収納率４．２％を見込み、市税全体収納率９１．２％を目指します。 

 

 予算額 4，５１９，４４０千円 

（対前年度当初予算比 ＋１１６，７６３千円 ＋２．７％） 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（２） 地方交付税・臨時財政対策債 

          

国の地方財政計画などから、普通交付税については対前年度当初予算比３億３，５２４万円の増、

特別交付税については、過去の交付実績を基に地域おこし協力隊員に対する措置などを見込み前

年度当初予算同額の予算計上としました。 

また、臨時財政対策債については、令和７年度に引き続き、新規発行額をゼロとする国の地方財

政計画に基づき計上していません。 

 

 

 

予算額 普通交付税 ７，０２９，９７３千円 

（対前年度当初予算比 ＋３３５，２４１千円 ＋５．０％） 

特別交付税 ８００，０００千円 

（対前年度当初予算比 増減なし） 

臨時財政対策債 ０千円 

 （対前年度当初予算比 増減なし） 

                               

  

 

 

 

 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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6,000
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地方交付税と臨財債の合計額 
単位：百万円 
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（３） ふるさと納税の推進による財源確保 

 

ふるさと納税につきましては、令和７年度当初予算で寄付金予算額を１５億円としていましたが、無洗

米の定期便が好評だったほか、新規返礼品の充実などの積極的な取組を行った結果、当初予算額

を上回る結果となりました。 

令和８年度は引き続き無洗米の在庫量を確保するとともに、新たに創設するガバメントクラウドファン

ディングを活用した補助事業により事業者の新たな返礼品開発を支援するほか、首都圏を中心とした

イベントへの出展や検索連動型広告などによるＰＲ活動を強化することで、滝川市の魅力を発信し、

寄付額のさらなる向上に努めます。 

 

 寄付金予算額 １，７００，０００千円 

（対前年度当初予算比 ＋２００，０００千円 ＋１３．３％） 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（４） 基金繰入金 

       

ふるさと納税によるご寄付（ふるさと基金に積立）については、寄付者が指定する目的に合わせ計画

的に各施策・事業に使わせていただいており、必要額を繰り入れする予算としております。 

また、特定財源の確保に努めておりますが、人件費の上昇や病院事業会計への対応、各種施策の

推進に伴い、基金の繰り入れが必要となっています。 

 

  【主な基金繰入金】 

◎特定目的に対する繰入金 

・ふるさと基金（住宅施策推進事業、子ども医療費助成事業など） ８５４，６２５千円 

・減債基金                                              ５５，０４５千円 

・その他 ４，５９４千円 

 

◎収支不足を補填する繰入金 

・財政調整基金                                          ２００，０００千円 

 

    予算額 １，１１４，２６４千円 

（対前年度当初予算比 △３６１，０１６千円 △２４．５％） 

 

        ※基金残高見込額については、Ｐ２５「基金残高の推移」参照 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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Ⅳ．  歳 出                                                       

 

１． 安心して子どもを育み、学び、笑顔あふれるまち            

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（１） 子どもの成長と子育て支援体制の充実 

 

①（仮称）子育てと健康の拠点複合施設整備事業（新規）       予算額 １４８，８０４千円 

 

切れ目のない子育て支援サービスと市民全般の健康づくりの拠点となる「（仮称）子育てと健康の

拠点複合施設」の整備に向けて、実施設計に着手するほか、年度の後半に現施設から仮施設への

移転を行います。 

 

②住宅施策推進事業（新規・継続）  予算額 ８０，８７４千円 

（７年度予算額 ２８，１１２千円） 

ア．新築住宅取得助成事業（継続）  予算額 １２，６００千円 

（７年度予算額 １６，１４９千円） 

イ．中古住宅取得助成事業（新規）  予算額 ３０，２７４千円 

ウ．住宅改修助成事業（継続）   予算額 ３３，０００千円 

（７年度予算額 １１，９６３千円） 

エ．住宅解体促進事業（新規）  予算額 ５，０００千円 

 

令和７年度に策定した住生活基本計画（第三期）に基づき、子育て世帯などのライフスタイルに対

応した住環境の整備や支援など、総合的な住宅施策を展開するために、新築住宅取得助成事業、

住宅改修助成事業を継続するとともに、新たに中古住宅取得助成事業、住宅解体促進事業を実施

し、官民が連携して既存住宅ストックや土地の有効活用を図ります。 

 

③学校給食費の公費負担事業（新規）     予算額 ２７，５５８千円 

（７年度予算額 ２１，７６２千円） 

ア．小学校給食の公費負担事業（新規）  予算額 １１，９７４千円 

イ．中学校給食の食材費高騰対策事業（継続）   予算額 １５，５８４千円 

（７年度予算額 ９，１１７千円） 

 

米価の高騰を中心とした物価高騰により令和８年度における小・中学校の給食費改定を予定して

いるなか、小学校の給食費については、国の「いわゆる給食無償化」を踏まえ、国費による支援額を

超える部分を全額公費負担するとともに、中学校においては、令和５年度から実施している物価高

騰分の公費負担を継続し、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ります。 
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④児童家庭相談システム導入事業（新規）     予算額 １４，１５７千円 

 

こども家庭センターにおいて、児童・家庭相談に関する情報等を一元的に管理し、面談・相談の

実施場所にかかわらずリアルタイムで情報を共有できる児童家庭相談システムを導入します。 

これにより、緊急時対応の迅速化を図るほか、サポートプランの作成から支援の実施まで、切れ目

のない支援体制を構築します。 

 

⑤放課後児童クラブ利用料納付方法拡充事業（新規） 予算額 ３５６千円 

 

放課後児童クラブの利用料について、キャッシュレス決済などの納付サービスを拡充することで、

利用料納付に係る保護者の利便性向上を図ります。 

 

⑥軽度・中等度難聴児補聴器購入費用等助成事業（新規）    予算額 １７８千円 

 

身体障害者手帳の該当にはならず、補装具費支給制度の対象とならない軽度・中等度難聴児に

対して、補聴器の購入費用を助成し、子どもがいきいきと成長できるように支援します。 

 

⑦要保護・要支援家庭への緊急対応（新規） 予算額 ３３１千円 

 

突発的に発生する要保護・要支援家庭等の事案に対し、子どもの安全確保のために必要な緊急

的・一時的な支援を迅速に実施し、養育環境改善に向けて柔軟に対応します。 

 

⑧こども誰でも通園制度（通年化）（拡大）     予算額 ５，５３７千円 

（７年度９月補正予算額 ２，７９９千円） 

 

滝川市における「こども誰でも通園制度」は、令和８年度からの全国一斉の給付制度開始に先立

ち、令和７年１０月から滝川市社会福祉事業団の協力の下、一の坂保育所で開始したところであり、

令和８年度においては、３歳未満の児童を対象に保護者の就労要件等を問わず、月１０時間まで通

年で利用可能な環境を整えることで、子どもたちの健やかな育ちを支援します。 

 

⑨子育て居場所づくり事業（継続）  予算額 ７，４５２千円 

（７年度予算額 ７，５８４千円） 

 

地域おこし協力隊員の取組を引き続き支援し、メタバース空間「TakikawaVerse（たきかわバー

ス）」を活用しながら、新たな子どもの居場所づくりに取り組みます。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------   
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（２） 学校教育の充実 

 

①滝川西高等学校校内放送設備更新工事（新規）    予算額 １８，１７０千円 

 

滝川西高等学校の放送設備を更新し、円滑な学校運営に向けた環境整備に取り組みます。 

 

②江陵中学校耐力度調査（新規）    予算額 ３，５４２千円 

 

令和10年度に予定している江陵中学校の改修工事に向けて、校舎の老朽化を総合的に評価す

る耐力度調査を実施します。 

 

③ハイパーQU活用事業（新規）     予算額 １，４０４千円 

 

心理検査アンケートである「ハイパーQU」を活用して児童生徒や学級の状況を可視化し、児童

生徒の心理的安全性を向上させ、いじめや不登校の早期発見・早期解決に取り組みます。 

 

④國學院大學北海道短期大学部連携事業（拡大）   予算額 ２７，６２２千円 

（７年度予算額 ２６，８８３千円） 

ア．（仮称）國學院大學北海道短期大学部共創まちづくりプラン策定事業（新規） 

  予算額 ８，１22千円 

イ．國學院大學北海道短期大学部修学応援補助金（拡大）   予算額 １2，30０千円 

（７年度予算額 １１，５５０千円） 

ウ．國學院大學北海道短期大学部プロモーションプロジェクト補助金（継続） 予算額 ４，０００千円 

（７年度予算額 ４，０００千円） 

エ．國學院大學北海道短期大学部連携事業補助金（継続）  予算額 ３，２００千円 

（７年度予算額 ３，２００千円） 

 

國學院大學北海道短期大学部への修学機会の拡大及び卒業生の滝川市内への就職促進、ま

た、北海道短期大学部のさらなる魅力発信と認知度向上を図るため、修学応援補助金事業等を実

施するほか、北海道短期大学部と地域が共に歩むこれからのまちづくりを描く「（仮称）國學院大學

北海道短期大学部共創まちづくりプラン」を策定するなど、開学５０周年を見据えた連携を加速させ

ます。 
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⑤新小学校整備事業（継続）   予算額 ４５３千円 

（繰越明許費 ４,９８３千円） 

（７年度予算額 ４８５千円） 

 

令和７年度に着手した滝川第一小学校建て替えに向けた基本計画の策定を引き続き進めるとと

もに、様々な教育手法や先進的な教育実践事例等の調査を行い、将来を見据えた学習活動等に

対応した施設整備を推進します。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------   

（３） 生涯学習・文化芸術・スポーツ環境づくり 

 

①B＆G海洋センター（通称：B＆Gあそリバ）管理運営事業（新規）    予算額 ２７４，２４１千円 

（７年度予算額 ８４４，５０９千円） 

ア．B＆G海洋センター整備事業（継続）  予算額 ２４２，０４１千円 

（７年度予算額 ８４４，５０９千円） 

イ．B＆G海洋センター運営管理事業（新規）  予算額 １６，８８２千円 

ウ．地域活性化起業人制度活用事業（新規）  予算額 １１，８００千円 

エ．児童送迎バス運行実証事業（新規）   予算額 ３，５１８千円 

 

全国で初となる科学館機能を備えた新たなB＆G海洋センター（通称：B＆Gあそリバ）を、令和８

年５月９日にオープンします。 

従来の海洋性スポーツに加えて、新たな海洋性レクリエーションを実施する１階の「艇庫」とデジタ

ル機器を活用したものづくり等を体験できる２階の「キッズラボ」で構成される新B＆G海洋センター

は、通年で子どもたちの豊かなココロとカラダを育成する施設です。 

総務省の地域活性化起業人制度を活用し、企業の専門家のサポートを受けながら先進的なプロ

グラムを実施するほか、市内小学校を起点としたバス送迎の実証事業を行い、より多くの子どもたち

に利用される施設を目指します。 

 

②音楽公民館講堂空調設備設置工事（新規）    予算額 ５，６４３千円 

 

吹奏楽や和太鼓をはじめとする音楽活動の拠点である音楽公民館講堂に空調設備を設置し、利

用者の熱中症対策として環境整備に取り組みます。 

 

③文化活動奨励費補助金（新規）  予算額 ２，５００千円 

 

市内文化団体の文化・芸術・音楽活動を奨励するため、補助対象施設などの支援内容を拡充し

た新たな補助制度を創設することで、文化団体の活動に対する支援の充実を図ります。 
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④文化・芸術活動振興事業（継続）  予算額 ６，６９２千円 

（７年度予算額 ６，６９２千円） 

 

文化・芸術活動の活性化に取り組む文化・芸術活動コーディネーター（地域おこし協力隊員）と連

携し、学校の授業や市民を対象に新たに歌やダンスなどのワークショップを開催し、市民が文化芸

術活動に触れる機会を拡大します。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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２． 健康で、優しく、安全に暮らせるまち            

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（１） 保健・医療環境の充実 

 

①多胎妊婦健康診査支援事業（新規）    予算額 １２５千円 

 

通常の妊婦健診以外に健診が必要な多胎妊婦に対して、新たに追加の妊婦健診費用を助成す

ることで、多胎妊婦の安全な妊娠分娩の確保と経済的な負担軽減に取り組みます。 

 

②妊産婦安心出産支援事業（新規）    予算額 １５４千円 

 

医学的な理由から、高度な周産期医療を行う大学病院等の周産期母子医療センターでの分娩

を要するハイリスク妊婦を対象に妊婦健診や分娩に要した交通費を助成する制度を新設し、安心し

て分娩に臨めるよう支援します。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（２） 地域福祉・自立支援体制の充実 

 

①地域生活支援拠点等整備事業（新規）    予算額 ３,０００千円 

 

障がい者の高齢化や重度化、支援者の入院や家族の死亡などの緊急対応等を円滑に実施する

ため、コーディネーターを配置し、様々な支援を切れ目なく提供できる体制を整備します。 

 

②非常用電源装置購入費用助成事業（新規）    予算額 ６，０００千円 

 

人工呼吸器等生命維持に必要な日常生活用具等を利用している方に対して、災害時等におい

て必要な電源を確保するための非常用電源装置の購入費用を助成し、安心して日常生活を送るこ

とができる環境づくりに取り組みます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（３） 市民生活の安全確保 

 

①水槽付消防ポンプ自動車購入事業（新規）  予算額 ４７，７４０千円 

（滝川市予算 組合負担金 ２，５４０千円） 

     

滝川消防団第六分団の水槽付き消防ポンプ自動車を更新し、水利に頼らず即座に消火活動が

できる体制を構築します。 
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②滝川消防署広報車購入事業（新規）  予算額 １０，５７６千円 

（滝川市予算 組合負担金 ３，４７６千円） 

  

滝川消防署の広報車を更新し、災害現場における指揮命令の伝達、情報収集及び広報活動の

支援など、消防活動の円滑化に取り組みます。 

 

③ヒグマゾーニング計画策定（新規）  予算額 ９２３千円 

 

ヒグマの生息状況や人の活動範囲を踏まえ、ヒグマのコア生息地や侵入を許容しない排除地域

等を設定し、各範囲に応じた対応方針を定めることで、的確かつ迅速な対策を実施し事故の発生

を防止するため、ヒグマゾーニング計画を策定します。 

 

④ヒグマ対策事業（拡大）  予算額 ２，５９３千円 

（７年度予算額 １，７３２千円） 

 

近年のヒグマの出没件数の増加を踏まえ、新たに箱罠の捕獲状況を遠隔で確認できるセンサー

カメラ等の備品を整備するほか、関係機関と合同の研修会を実施し、ヒグマ対策の対応力強化に

取り組みます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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３． 元気で魅力ある産業と、人が集うまち            

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（１） 農業の振興 

 

①森林整備事前調査測量事業（新規）  予算額 ２，０００千円 

 

令和９年度以降に行う市有林の伐採、植栽等に向けた調査・測量を実施することで効率的な施

業計画を策定するとともに、森林経営計画に基づく適切な森林整備を推進します。 

 

②新規就農支援対策事業（継続）  予算額 ７，４２６千円 

（７年度予算額 １１，０００千円） 

 

地域おこし協力隊員として就農研修を修了した新規就農者に対して経営安定化に向けた支援を

実施するほか、委嘱中の就農研修生１名の活動を引き続き支援するとともに、新たな隊員を募集し、

離農予定の経営を引き継ぐ第三者経営継承を推進することで、将来の担い手の確保に向けて取り組

みます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（２） 力強い産業の創出 

 

①産業立地促進事業（新規・継続）  予算額 ５，０００千円 

（７年度予算額 ４，０００千円） 

ア．立地企業サポート助成事業（新規）  予算額 １，０００千円 

イ．グライダーを活用した企業誘致事業（継続）  予算額 ４，０００千円 

（７年度予算額 ４，０００千円） 

 

航空宇宙関連産業をはじめとした成長発展が期待される産業の集積を図るため、グライダーを活

用したワーケーションツアーにおける新たな事業者の発掘・招致を継続するほか、市内に立地した

企業の定着を図るため、事業所の環境改善や地域への普及啓発活動等に対する支援として立地

企業サポート助成事業を創設します。 

 

②街なか地域交流広場事業（拡大）  予算額 ７，１２８千円 

（７年度予算額 ５，８２８千円） 

 

街なかひろば く・る・るの一室に、Wi-Fi環境を整備したコワーキングスペースを開設し、出張来

訪者や市内で起業を目指す方などの作業スペースを確保するとともに、多様な働き方の促進や街な

かへの回遊の促進を図ります。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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（３） 豊かな資源をいかした外客誘致・交流人口の拡大 

 

①観光人材育成事業（継続）                               予算額 ５，５００千円 

（７年度予算額 ５，５００千円） 

 

   SNS等を活用した情報発信や一般社団法人たきかわ観光協会と連携したイベント等の企画・運

営を行う地域おこし協力隊員を引き続き支援し、さらなる交流人口の拡大や地域ブランド力の向上

に取り組みます。 

 

②グライダーを活用した交流・関係人口創出事業（継続）  予算額 ６００千円 

（７年度予算額 ６００千円） 

 

新たな交流・関係人口の創出に向けて、大学グライダー部の合宿受入を実施するとともに、航空業

界の方を講師に招いた市民講座を引き続き開催します。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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４． 都市と農村が調和し、便利で、快適なまち            

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（１） コンパクトな都市形成 

①駅周辺整備事業（継続）    予算額 １９１，８４４千円 

（７年度予算額 ２５，６９８千円） 

 

新たな駅周辺整備に向けた検討を開始するほか、旧スマイルビルの老朽化が著しいことから、周

辺住民及び歩行者への安全対策を継続するとともに、建物除却に向けた残置物処分及び解体工

事実施設計業務に着手します。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（２） 地域公共交通の維持 

 

①滝深線廃止に伴う代替交通事業（新規）  予算額 ５，５９９千円 

 

令和８年９月30日で廃止予定の空知中央バス滝深線について、当該路線の経路となっている江

部乙北部の代替交通を運行し、市民の皆様に極力影響が出ないよう対応します。 

 

②深滝線車両購入負担金（新規）     予算額 １３，１５１千円 

 

深滝線を運行する空知中央バスからの要請により、深滝線運行に必要な中型バス１台の購入費

用相当額を、沿線自治体とともに負担し、深滝線の維持に向けて取り組みます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
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（３） 公共施設・インフラの適正管理 

 

①公共事業の実施 

 

市内経済の状況を考慮し、地域経済への波及効果の高い公共事業を次のとおり実施します。 

 

【実質的な令和８年度普通建設事業費】 

ア．令和７年度繰越事業 

○一般会計 １７３，６９３千円 （７年度１月補正及び３月補正提案予定） 

○公営住宅事業特別会計 ２０，０００千円  

イ．令和８年度当初予算 

○一般会計 １，６１７，６２１千円 （対前年度当初予算比 △３６３，８０４千円） 

○公営住宅事業特別会計    １８５，９４６千円 （対前年度当初予算比 △１７３，０４３千円） 

○下水道事業会計 ３５７，９００千円 （対前年度当初予算比 ＋１２７，２３５千円） 

      計 （ア＋イ） ２，３５５，１６０千円 （対前年度当初予算比 △４８６，１１７千円） 

※主な建設事業については、 Ｐ２４「主な建設事業」参照 

 

②市庁舎外壁改修工事（新規） 予算額 １９１，４００千円 

 

建設から約30年が経過する市役所庁舎について、施設の長寿命化を図るため、令和８年度から

２カ年計画で外壁改修工事を実施します。 

 

③市庁舎照明 LED化事業（新規） 予算額 ２４，５９６千円 

 

令和９年度で蛍光灯の製造等が終了することから、庁舎の照明を全てLED照明に切り替えます。 

 

④旧身体障害者福祉センター及び地域ふれあいセンター解体工事（新規） 予算額 １４６，７５２千円 

 

三世代交流センターへの機能移転により廃止した旧身体障害者福祉センター及び旧地域ふれ

あいセンターの施設を解体します。 

 

⑤道路整備事業（凍上対応分）（拡大）                       予算額 ２６０，８２２千円 

（７年度予算額 １５０，０００千円） 

 

近年の気候変動の影響を受け、冬期の気温上昇に伴う「降雨・融雪」を要因として増加している

道路の凍上被害に対応するため、引き続き緊急自然災害防止対策事業債を積極的に活用し、舗

装新設工事などを効率的に進めます。 
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⑥生活道路舗装補修事業（拡大）                              予算額 ４６，０１１千円 

（７年度予算額 ３７，９９６千円） 

 

生活道路における凍上や経年劣化による欠損箇所等の舗装補修について、凍上対策として実施

するものは緊急自然災害防止対策事業債を活用するなど、道路交通の安全確保に向けて集中的

に取組を進めます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（４） 住環境の整備 

 

①次期空家等対策計画の策定（新規）  予算額 ４，９７２千円 

 

最終年度を迎える「滝川市空き家等対策計画」について、空家対策の基本方針を明確化し、適

正な管理がされていない空家等を減らす対策を推進するため、令和９年度からの５年間を計画期間

とする次期空家等対策計画を策定します。 

 

②空家物件解体工事（略式代執行）（継続）  予算額 ５，０８２千円 

（７年度予算額 ３，８１２千円） 

 

所有者不明で利活用の見込みがない管理不全な空家について、空家等対策特別措置法に基づ

く略式代執行により計画的に解体を進め、地域住民の生活環境の保全に努めます。 

 

③住宅施策推進事業（新規・継続）（再掲）  予算額 ８０，８７４千円 

（７年度予算額 ２８，１１２千円） 

ア．新築住宅取得助成事業（継続）  予算額 １２，６００千円 

（７年度予算額 １６，１４９千円） 

イ．中古住宅取得助成事業（新規）  予算額 ３０，２７４千円 

ウ．住宅改修助成事業（継続）   予算額 ３３，０００千円 

（７年度予算額 １１，９６３千円） 

エ．住宅解体促進事業（新規）  予算額 ５，０００千円 

 

令和７年度に策定した住生活基本計画（第三期）に基づき、子育て世帯などのライフスタイルに対

応した住環境の整備や支援など、総合的な住宅施策を展開するために、新築住宅取得助成事業、

住宅改修助成事業を継続するとともに、新たに中古住宅取得助成事業、住宅解体促進事業を実施

し、官民が連携して既存住宅ストックや土地の有効活用を図ります。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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５． 効率的な行財政運営によるまちづくり         

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（１） ふるさと納税商品開発・販路拡大等補助金（新規）             予算額 ７０，０００千円 

 

新たなふるさと納税返礼品の開発を促進するため、ガバメントクラウドファンディングを活用した返

礼品事業者に対する補助事業を創出し、ふるさと納税のさらなる向上と地域産業の活性化に取り組

みます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（２） 建築士資格取得助成金（新規）  予算額 １，５００千円 

 

建築・土木行政サービスを安定的かつ継続的に提供するため、専門資格を有する職員の確保及

び育成を図ることを目的として、職員を対象とした建築士の資格取得支援に係る助成制度を創設し

ます。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（３）預貯金照会電子化サービス「pipitLINQ」導入事業（新規）  予算額 ６０７千円 

 

市税の徴収にあたり、現在紙媒体で実施している預貯金照会業務について、全国４５１機関で調

査照会が可能な預貯金照会電子化サービス「pipitLINQ（ピピットリンク）」の導入により、滞納整理

の迅速化と徴収体制の強化を図ります。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（４） 自治体ＤＸの推進（継続）  予算額 １５７，１１１千円 

（７年度予算額 ２７４，１７２千円） 

①内部事務統合システム導入事業（継続）                       予算額 ２３，５３０千円 

（７年度予算額 ２５，８７８千円） 

②システム標準化事業（継続）                                  予算額 １２２，４００千円 

（７年度予算額 ２８９，６９０千円） 

③自治体ＤＸ推進事業（継続）                                    予算額 １３，８２１千円 

 （７年度予算額 １２，３８０千円） 

 

令和７年度から導入を進めてきた人事給与及び庶務事務システムを運用開始するとともに、財務

会計及び文書管理システムの導入に着手し、包括的な内部事務システムの導入による事務の効率

化に取り組むほか、移行期限が５年延伸されたシステム標準化移行を着実に進めるとともに、業務プ

ロセスの見直し（BPR）やEBPMを推進するなどを通じて、行政サービスのさらなる向上を目指します。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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（５） 第三セクターの経営健全化（継続）                      予算額 ５８９，０００千円 

  （７年度予算額 ５９９，０００千円） 

 

第三セクターである㈱滝川振興公社の経営改善を促進するとともに、安定的な経営を支援する

ため、貸し付けを行います。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

（６） 財政健全化の推進 

 

財政健全化指標 

 

財政健全化指標は、「地方公共

団体の財政の健全化に関する法

律」により、地方自治体は健全化判

断比率を算定し、監査委員の審査

に付した上で、議会に報告し、公表

しなければなりません。 

実質公債費比率や将来負担比

率は町村を含めた全道平均を下回

る状況にありますが、今後、大型事

業の実施を予定していることから、

引き続き財政健全化に取り組んで

いきます。 

 

ア．実質赤字比率 ・・・ ７年度においても、実質赤字額の発生の見込みはありません。 

イ．連結実質赤字比率 ・・・ ７年度においても、連結実質赤字額の発生の見込みはありません。 

ウ．実質公債費比率 ・・・ 計画的な市債の発行による毎年の公債費支出額の抑制に努めてお 

りますが、施設整備などに伴う起債の償還開始により、７年度は増加

する見込みです。 

エ．将来負担比率 ・・・ 必要な公共事業を実施するとともに、特定財源を積極的に活用する 

ことにより市債発行を抑えるよう努めておりますが、一般会計の起債額 

の増により、７年度には増加の見込みにあります。 

 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

  

（％）

５年度決算 ６年度決算
７年度見込み
（推計値）

ア．実質赤字比率

滝川市 - - -

早期健全化基準 13.05 13.03

財政再生基準 20.0 20.0

イ．連結実質赤字比率

滝川市 - - -

早期健全化基準 18.05 18.03

財政再生基準 30.0 30.0

ウ．実質公債費比率

滝川市 6.8 6.5 7.1

全道加重平均 7.1 7.2

早期健全化基準 25.0 25.0

財政再生基準 35.0 35.0

エ．将来負担比率

滝川市 18.2 1.4 2.4

全道加重平均 15.7 16.6

早期健全化基準 350.0 350.0

財政再生基準 - - -

　※全道加重平均は、町村を含んでの数値となっています。
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増減額
（Ａ－Ｂ）

増減率
（Ａ－Ｂ）/Ｂ

千円 千円 千円 ％

24,828,000 24,543,000 285,000 1.2

4,066,210 4,275,037 △ 208,827 △ 4.9

590,019 739,172 △ 149,153 △ 20.2

3,621,132 3,602,363 18,769 0.5

18,905 18,286 619 3.4

908,079 788,368 119,711 15.2

収入 1,384,519 1,371,400 13,119 1.0

支出 1,466,550 1,360,775 105,775 7.8

収入 471,430 393,664 77,766 19.8

支出 1,048,099 935,223 112,876 12.1

収入 7,101,906 7,441,402 △ 339,496 △ 4.6

支出 8,028,124 7,977,067 51,057 0.6

収入 260,420 213,660 46,760 21.9

支出 884,842 813,070 71,772 8.8

45,459,960 45,052,361 407,599 0.9　歳　　出　　合　　計

下水道
事業
会計

収益

資本

病院
事業
会計

 一　般　会　計

 国民健康保険特別会計

 公営住宅事業特別会計

 介護保険特別会計
（保険事業勘定）

 介護保険特別会計
（介護サービス事業勘定）

収益

資本

令和８年度予算総括表

会　　計　　名
８年度

予算額　Ａ

７年度

予算額　Ｂ

比　　　　較

 後期高齢者医療特別会計



- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予算額 構成比 予算額 構成比 （Ａ）－（Ｂ） 増減率

（Ａ） （Ｂ）

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 市税 4,519,440 18.2 4,402,677 17.9 116,763 2.7

2 地方譲与税 198,913 0.8 203,192 0.8 △ 4,279 △ 2.1

3 利子割交付金 9,998 0.0 4,816 0.0 5,182 107.6

4 配当割交付金 21,618 0.1 15,837 0.1 5,781 36.5

5 株式等譲渡所得割交付金 32,585 0.1 26,905 0.1 5,680 21.1

6 法人事業税交付金 90,476 0.4 83,082 0.3 7,394 8.9

7 地方消費税交付金 1,154,240 4.6 1,023,640 4.2 130,600 12.8

8 ゴルフ場利用税交付金 3,961 0.0 6,532 0.0 △ 2,571 △ 39.4

9 環境性能割交付金 1 0.0 31,752 0.1 △ 31,751 △ 100.0

10 1,000 0.0 1,000 0.0 0 0.0

11 地方特例交付金 56,006 0.2 20,001 0.1 36,005 180.0

12 地方交付税 7,829,973 31.5 7,494,732 30.5 335,241 4.5

　普通交付税 7,029,973 28.3 6,694,732 27.3 335,241 5.0

　特別交付税 800,000 3.2 800,000 3.3 0 0.0

13 交通安全対策特別交付金 5,903 0.0 5,903 0.1 0 0.0

14 分担金及び負担金 113,350 0.5 120,210 0.5 △ 6,860 △ 5.7

15 使用料及び手数料 442,025 1.8 431,610 1.7 10,415 2.4

16 国庫支出金 3,453,058 13.9 3,663,016 14.9 △ 209,958 △ 5.7

17 道支出金 1,428,535 5.8 1,376,585 5.6 51,950 3.8

18 財産収入 44,460 0.2 39,388 0.2 5,072 12.9

19 寄附金 1,712,407 6.9 1,510,007 6.2 202,400 13.4

20 繰入金 1,150,233 4.6 1,513,078 6.2 △ 362,845 △ 24.0

　うち基金繰入金 1,114,264 4.5 1,475,280 6.0 △ 361,016 △ 24.5

21 繰越金 90,000 0.4 90,000 0.4 0 0.0

22 諸収入 1,259,118 5.1 1,355,537 5.5 △ 96,419 △ 7.1

23 市債 1,210,700 4.9 1,123,500 4.6 87,200 7.8

　建設事業債 1,210,700 4.9 1,123,500 4.6 87,200 7.8

24,828,000 100.0 24,543,000 100.0 285,000 1.2

令和８年度一般会計予算
歳入

国有提供施設等所在市町村助成交付金

歳　入　合　計

区　　　　　　　　分

８　年　度 ７　年　度 比　　較
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予算額 構成比 予算額 構成比 （Ａ）－（Ｂ） 増減率

（Ａ） （Ｂ）

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 議会費 120,314 0.5 124,742 0.5 △ 4,428 △ 3.5

2 総務費 3,449,756 13.9 2,706,499 11.0 743,257 27.5

3 民生費 5,947,595 24.0 5,710,036 23.3 237,559 4.2

4 衛生費 4,578,403 18.4 4,554,932 18.6 23,471 0.5

5 労働費 27,104 0.1 27,104 0.1 0 0.0

6 農林業費 261,826 1.1 321,537 1.3 △ 59,711 △ 18.6

7 商工費 275,136 1.1 291,672 1.2 △ 16,536 △ 5.7

8 土木費 1,953,652 7.9 2,137,813 8.7 △ 184,161 △ 8.6

9 消防費 786,810 3.2 787,368 3.2 △ 558 △ 0.1

10 教育費 1,478,145 5.9 2,205,197 9.0 △ 727,052 △ 33.0

11 公債費 1,531,357 6.2 1,541,346 6.3 △ 9,989 △ 0.6

12 諸支出金 604,058 2.4 614,268 2.5 △ 10,210 △ 1.7

13 職員費 3,783,844 15.2 3,490,486 14.2 293,358 8.4

14 予備費 30,000 0.1 30,000 0.1 0 0.0

24,828,000 100.0 24,543,000 100.0 285,000 1.2

令和８年度一般会計予算
歳出

歳　出　合　計

区　　　　　　　　分

８　年　度 ７　年　度 比　　較
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歳出の性質別予算

予算額 構成比 予算額 構成比 （Ａ）－（Ｂ） 増減率

（Ａ） （Ｂ）

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

1 人件費 3,994,290 16.1 3,732,397 15.2 261,893 7.0

2 物件費 3,421,454 13.8 3,502,814 14.3 △ 81,360 △ 2.3

3 維持補修費 969,535 3.9 1,016,960 4.1 △ 47,425 △ 4.7

4 扶助費 3,921,071 15.8 3,918,452 16.0 2,619 0.1

5 補助費等 4,414,117 17.8 4,244,644 17.3 169,473 4.0

(1)負担金寄附金 3,076,881 12.4 3,036,557 12.4 40,324 1.3

(2)補助金交付金 410,528 1.7 292,448 1.2 118,080 40.4

(3)その他 926,708 3.7 915,639 3.7 11,069 1.2

6 積立金 1,206,475 4.9 751,441 3.0 455,034 60.6

7 出資金 158,840 0.6 179,099 0.7 △ 20,259 △ 11.3

8 貸付金 730,460 2.9 757,404 3.1 △ 26,944 △ 3.6

9 繰出金 2,832,780 11.4 2,887,018 11.8 △ 54,238 △ 1.9

10 公債費 1,531,357 6.2 1,541,346 6.3 △ 9,989 △ 0.6

(1)元利償還金 1,511,554 6.1 1,530,078 6.2 △ 18,524 △ 1.2

(2)一時借入金利子 19,803 0.1 11,268 0.1 8,535 75.7

11 建設事業費 1,617,621 6.5 1,981,425 8.1 △ 363,804 △ 18.4

12 予備費 30,000 0.1 30,000 0.1 0 0.0

24,828,000 100.0 24,543,000 100.0 285,000 1.2

令和８年度一般会計予算

歳　出　合　計

区　　　　　　　　分

８　年　度 ７　年　度 比　　較
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事業費
（　）は前年度当初予算

一般会計 1,617,621
(1,981,425)

道路新設改良事業費 586,398
改良舗装工事　　市道東町343号線ほか (692,170)

公共施設改修工事 55,822
(113,360)

B＆G海洋センター新築工事 232,712
(747,135)

旧スマイルビル解体工事実施設計 63,294

滝川西公園改修工事 125,800

ほか  

公営住宅事業特別会計 185,946
(358,989)

啓南団地７号棟受電容量改善工事ほか

下水道事業会計 357,900
(230,665)

公共下水道整備事業費、個別排水処理施設費等
合流式下水道改善新設工事ほか

全会計合計 2,161,467

(2,571,079)

対前年比 △15.9% 減

７年度繰越事業 193,693

(270,198)
＜一般会計＞

道営土地改良事業負担金（７年度３月補正予算提案予定） 5,000
道路新設改良事業費 市道東町366号線ほか 168,693

＜公営住宅事業特別会計＞

みずほ団地１号棟エレベーター改修工事 20,000

合　　　計 2,355,160
(2,841,277)

対前年比 △17.1% 減

令和８年度　主な建設事業

区　　　　分

千円

千円

千円
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８年度末

現在高見込額

（Ａ）

千円 千円 千円 ％

2,575,562 2,231,711 473,087 2,704,798 △ 129,236 △ 4.8

減債基金 323,680 223,852 33,284 257,136 66,544 25.9

財政調整基金（現金） 2,251,882 2,007,859 439,803 2,447,662 △ 195,780 △ 8.0

6,017,818 5,637,193 159,178 5,796,371 221,447 3.8

ふるさと基金 4,188,436 4,045,177 155,348 4,200,525 △ 12,089 △ 0.3

施設整備政策基金 1,478,363 1,249,981 2,262 1,252,243 226,120 18.1

林業振興基金 67,868 62,343 83 62,426 5,442 8.7

農業振興基金 42,948 44,815 42 44,857 △ 1,909 △ 4.3

その他特定目的基金 240,203 234,877 1,443 236,320 3,883 1.6

8,593,380 7,868,904 632,265 8,501,169 92,211 1.1

千円 千円 ％

一般会計 △ 78,200 △ 0.6

△ 547,705 △ 11.3

公営住宅事業特別会計 △ 96,694 △ 4.2

下水道事業会計 △ 321,648 △ 7.7

病院事業会計 △ 418,716 △ 6.2

△ 915,258 △ 3.5

３月補正繰入
減額・積立予
定額（Ｃ）

（Ａ）-（Ｄ） 増減率

８年度末 ７年度末

年度末現在高
見込額

Ｄ（Ｂ+Ｃ）

　うち、臨時財政対策債

令和８年度末一般会計基金現在高見込額

区　　　　　　　　分

７年度 比　　較

現計繰入予算
繰入後見込額

（Ｂ）

千円

区　　　　　　　　分

（Ｂ）
（Ａ）-（Ｂ）

　財政調整２基金

　特定目的基金

合　　　　　　　　計

令和８年度末市債現在高見込額

現在高見込額

（Ａ）

比　　較

現在高見込額
増減率

12,972,326 13,050,526

6,293,346 6,712,062

4,307,249 4,854,954

合　　　　　　　　計 25,310,116 26,225,374

3,857,046 4,178,694

2,187,398 2,284,092



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和８年度 滝川市各会計予算案の概要 

令和８年２月 

滝川市 


